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本県の耕地面積のうち水田の占める割合は約75.5％（全国平均54.4％）と高く、米・麦・

大豆などの水田農業が盛んです。主食用米ではコシヒカリの作付けが約８割を占め、西日

本一のコシヒカリの産地でもあり、主に県内及び関西・中京圏で販売されています。

中でも、気候や土壌条件に恵まれ、良質の産地として知られる伊賀地域のコシヒカリは、

「伊賀米」として県内外で高く評価されています。平成 24（2012）年からは、冷めてももっち

りした食感があり、コシヒカリに負けないおいしいお米として、県育成の新たなお米「結び

の神」の生産拡大に取り組み、ブランド化をめざしています。

また、北勢から中勢の平野部を中心に、米・麦・大豆が２年３作で栽培されています。

小麦については、「伊勢うどん」などの製麺用の需要に応じて年々作付面積が拡大し、生産

面積は全国５位と主産県の一つとなるまで成長しています。

温暖な気候と適度な降雨量・朝晩の寒暖差を生かし、

山間地域から中山間地域等で古くから茶が栽培され、

栽培面積・荒茶生産量・生産額ともに、全国第３位の

主産県となっています。南北に長く、各産地で地域特

性を生かしたお茶が生産されていることが特徴で、北勢の鈴鹿山脈山麓

では煎茶やかぶせ茶、中南勢の谷あいの傾斜地や川沿いの平地等では煎

茶や深蒸し煎茶が生産されています。

県産100%の緑茶を「伊勢茶」と総称しています。立地条件に恵まれて

いるため生育も良く、葉肉が厚くコクのある味わいのお茶として知られ

ています。

（P35）

ＪＡ伊勢が 100%出資する「（株）あぐりん伊勢」では、２年間の勤務で栽培技術
を習得してから独立就農をめざす研修社員を募集しています。
【ＪＡ伊勢 営農自己改革推進室　0596-62-2281】
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菜種の花が咲く前の芯の部分を若葉とともに摘み取ったものが「三重なばな」です。三重
県は日本一の「なばな」の産地です。

八頭（里芋）の茎の部分でシャキシャキした食感が特徴。（主産地：津市芸濃町）

（P41）

北勢・中勢地域では、全国第１位の生産を誇るサツキ・ツツジ類など花木類の産地が形成され

ています。北勢地域では、シクラメンなどの鉢花や観葉植物などの鉢もの類の産地が形成され、

観葉植物の出荷量は全国第２位となっています。

南勢地域では、バラ、ガーベラ類の切り花の産地が形成されています。

畜産物の産出額は農業全体の約４割を占め、本県の主要な農業品目です。産出額の最も多い品

目は鶏卵で全体の約47％を占め、次いで、肉用牛・乳用牛・養豚の順となっています。１経営体当

たりの飼養規模は、酪農が全国第１位・肉用牛が全国第３位と大きく、規模拡大や法人化、畜産

物のブランド化や6次産業化も積極的に取り組まれています。
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桑名市 上田さん
７ぺ―ジ

いなべ市 寺園さん
8ぺ―ジ

四日市市 清水さん
10 ぺ―ジ

鈴鹿市 尾和さん
11 ぺ―ジ

亀山市 太田さん
12 ぺ―ジ

多気町 小川さん
13 ぺ―ジ

伊賀市 田公さん
19 ぺ―ジ

伊賀市 横田さん
20 ぺ―ジ

伊賀市 森さん
21 ぺ―ジ

名張市 鯨岡さん
22 ぺ―ジ

紀北町 石倉さん
23 ぺ―ジ

紀北町 岩本さん
24 ぺ―ジ

多気町 岡山さん
14 ぺ―ジ

伊勢市 南さん
15 ぺ―ジ

伊勢市 倉野さん
16 ぺ―ジ

伊賀市 村山さん
17 ぺ―ジ

伊賀市 奥田さん
18 ぺ―ジ

熊野市 村瀬さん
25 ぺ―ジ

熊野市 鈴木さん
26 ぺ―ジ

御浜町 仲井さん
27 ぺ―ジ

御浜町 古川さん
28 ぺ―ジ

紀宝町 岩崎さん
29 ぺ―ジ
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（43 歳）
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（30 歳）
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清水聖一さん・加奈さん
　　 （44 歳）　　 （38 歳）

夫婦の役割分担で、
一家で明るくお茶の魅力を発信！

農業は人間らしい暮らしができる

就農を考えている人へ

農業は女性一人でもできることが魅力だと思います。思ったことをすぐ実行

できるのもやりがいです。（加奈）

農業は辛くてしんどいというイメージがありますが、それは思い込みです。

都会の仕事と違い、自分の都合で時間のやりくりができます。（聖一）

YOKKAICHI

四日市市

三重の茶どころ水沢の茶農家に生まれ育った加奈さんと、生まれも育ちも前職も東京という、夫の聖一さん。二人は東京で知り合い、結婚して水沢へ。

農業とは無縁の環境で育ち、それまでパン屋に勤めていた聖一さんにとって、外の仕事は「大変」の一言。最初のうちは 1日の作業が終わると、ぐっ

たりしていたという。

それでも、朝早くから畑に出て、昼間は中休みをして、また畑へ出て暗くなるまで働く、といったメリハリのある暮らしに「人間はこういう暮らしを

しないといけない」と、強く感じた。両親に作業を教わりながら、1つ 1つ仕事を覚えていった。

一方、加奈さんは 2人目の出産後、自宅だった古民家に「かぶせ茶カフェ」をつくった。全国 1位の生産量を誇る、三重のかぶせ茶を多くの人に知っ

てもらいたいという思いからだった。母や妹と切り盛りをしている。

夫婦の役割分担
聖一さんは知り合いがいない土地での就農だったが、茶農家の集まりや消防団などで人間関係を築いてきた。一方、加奈さんは「四日市茶農家女子会」

や新商品開発セミナーに積極的に参加し、カフェの開業準備を進めてきた。

茶畑は聖一さん、カフェと販売は加奈さん。そういう役割分担が自然に生まれ、お互いがそれぞれの仕事に力を入れている。

「おいしいお茶を育てるのが原点」という聖一さん。小学 2年生の長男、湧功君に将来は跡を継いでほしいと願っている。

大学卒業後東京で働いていた加奈さんは、東

京生まれ東京育ちの聖一さんとの結婚を機に

帰郷。加奈さんの実家で茶農家となり14年目。

聖一さんは茶畑、加奈さんは古民家カフェと、

夫婦で役割分担している。
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尾和明洋さん
 （33 歳）

社長仕込みのチャレンジ精神で
地方の農業を切り拓く
社長の人柄に惚れて

就農を考えている人へ

農業を始めるということは、自分が社長となり経営することです。自分の農

業者大学校時代の友人の多くは挫折してしまいました。自分で発想して自分

で動くことが好きな人なら、絶対にやりがいがある仕事です。甘く見積もら

ず、後悔しないように励んでください。

SUZUKA

鈴鹿市

生まれは広島、育ちは桑名。サラリーマンの父を持ち、農業とは無縁だった。「自分で商売をしたい」という夢はあったものの、何をするべきか、どこ

に行くべきか決められなかった。大学卒業後は上京し、金融会社に 3年勤めた。その中で、Ｕターン・Ｉターン転職が注目されていることを知り、地方

農業へと目を向けた。

会社を退職し、つくば市の農業者大学校で農業を学んだ。地元の農業の現状を知ろうと三重を訪れ、研修先でドリームファームスズカの古澤道彦社長

に出会った。稲作だけでなく、乳牛用飼料や観葉植物など、広い視野で幅広く手掛け、決してひとつの形に捉われない。そんな社長の人柄に惚れ込み、

就農を決意した。

農業の魅力は立てた計画が一進一退すること
最初は「儲かるのでは」と楽観的に構えていたが、すぐにそれが甘い考えだと

気づいた。天候に左右され、作業が進まない。だが立てた計画が一進一退する

からこそ、そこに面白さも感じている。

水田、観葉植物、飼料用稲に加え、3 年前から白菜も育て始めた。しかし入社

して僅か数年の身。耕作レベルはまだ低いと感じている。「当たり前のものを作

れるようになりたい」。試行錯誤の日々だが、トウモロコシのサイレージに挑戦

するなど、社長仕込みのチャレンジ精神は旺盛だ。

生まれは広島、育ちは桑名。父はサラリーマン。

上京し金融会社で働いていた尾和さんは、地

方農業に興味を持ち、退職後つくば市の農業

者大学校で農業を学ぶ。その後、地元に戻り、

就農６年目である。
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太田栄二さん
（47 歳）

自然が豊かでのどかな里山に住んで、働くのは街へ
「亀山は、そんな暮らし方に適した場所だと思います」

子育てにも適した亀山市で、憧れの田舎暮らしを実現！

これからの目標は？

子育てがひと段落したので農作業にもっと力を入れていきたいですね。一人

だと限界があるので、地域の方や農作業に興味がある人たちなど、いろんな

方と一緒に作物を作っていきたいです。特に、亀山市での米作りでは、コシ

ヒカリが向いていると思うのですが、管理が難しいためお年寄りの多いこの

地域では避けられがちです。それでも、皆で協力したらおいしいコシヒカリ

が作れると思うんです。亀山市でできたコシヒカリをブランド米として売り

出せたらいいなと思っています。

KAMEYAMA

亀山市

実家が兼業農家だったこともあり、私も将来は、自分たちが食べるものは自分で作りたいという思いがありました。平成 17 年に、田舎暮らしをす

るために東海地方を対象に移住先を検討。亀山市は交通の便が良いこと、緑が多くて素敵な景観だったことが決め手となりました。また、当時小

学生だった娘の教育環境においても魅力的でした。亀山市の小学校は、小規模ですが先生の数は多いので、一人ひとりをしっかり見てくれます。

中学生まで送迎バスが利用できる点も安心でしたね。(注 ) 送迎バスは、一部地域で実施

農家とサラリーマンの二足のわらじ
平日は鈴鹿市の企業に勤務、休日に農業をしています。自宅から勤め先までは車で約 1 時間弱

ですが、高速道路のインターチェンジも近いため苦になりませんし、出張の多い私は JR の駅

が市内にある点もとても助かっています。農業は、最初は大根や白菜作りから始め、今では米

作りが主となっています。山間部特有の寒暖差のある気候と、すぐ近くを流れる加太川のきれ

いな水を使って作るコシヒカリは、甘みが強くておいしいと評判です。毎年 75 ～ 80 俵ほど

作りますが、県外の方にもとても人気で、自分たちで食べる分が少なくなることもしばしばで

す（笑）。おいしい作物が食べられて、周りの人にも喜んでもらえて、農業は楽しくてやめら

れないですね。

農業は、周りの人の支えがなくてはできません。私の住んでいる地域で農業をしているのはご

年配の方ばかりですが、機械を貸してくださったり、畑の近くの空き家を農作業用の家として

使わせていただいたりと助けていただいて、本当にありがたいです。代々大切にしてきた土地

を貸してくださる方も多く、今では一町五反の畑を管理する地域一番の農家です（笑）。子ど

もたちにも農作業を体験してほしいと思い、小学校で行う自然薯づくりの実習にも講師として

参加しています。

実家が兼業農家の太田さん。

自分たちが食べるものは自分で作りたいとい

う思いで、子育ての環境の良い亀山市への移

住を決意。農家とサラリーマンの二足のわら

じで、憧れの田舎暮らしを満喫中。
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（42 歳）

TAKI
多気町
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岡山康介さん
（40 歳）

人とのつながりを大切に、
地域に愛される農業をめざす
心機一転　多気へ移住

就農を考えている人へ

自分がやりたい農業をネットで調べ、まずは農家に会いに行って、

農家に生の声を聞いてみることをお勧めします。僕自身もトマトに

ついて、かなり事前に調査をし、トマト農家へも通いました。

受け身ではなく、積極的に行動することが重要です。

TAKI
多気町

就農する前は名古屋市内で飲食店関係の仕事に従事していた。仕事を通して食材に

対する興味が深まり、自分で生産したいという気持ちが次第に高まっていった。以

前から経営にも興味があったことから、自らが経営者となれる農業をそのチャンス

と捉えて、一念発起。就農の決意を固めた。

最初は会社が休みの日に農業について調べ、実際に農家に足を運んで少しずつ情報

を収集した。半年間はとにかく貪欲に情報を集めた。そんな時、祖父の農地を管理

する必要が生じたことから、多気で農家になろうと決意し、移り住んだ。つくるな

ら大好きなトマト。そんな強い思いから、農業次世代人材投資事業（旧 青年就農

給付金制度）を活用し、町内のベテラントマト農家で 1 年間、みっちりとノウハ

ウを学んだ。

農業は仲間が大切
「まったく知り合いのいない土地で農業を始めたので、最初は人間関係を築くのが本当に大変でした。出荷先の直売所で農家の方と知り合いになり、

そこから少しずつ付き合いが広がりました。仲間は大切だと感じます。」研修でお世話になった農家や先輩たちからの情報やアドバイスは非常に有難

い。時にはトラックや農業機械を貸してもらうこともある。「僕の農業はたくさんの人に助けてもらっているんです。」

経験を重ねながら、規模を拡大し、まずは経営を安定させることが目標。「直売なので、売り先の開拓も自分でやらないといけません。サンプルのト

マトを持ってレストランなどへも出掛けて行きます。生産も含め、まだまだ試行錯誤です。」前職の経験を色々な場面で生かしながら、地域に愛され

る農業経営をめざしている。

生まれ育った名古屋市で飲食関係の仕事に従

事していた岡山さん。１年間の研修を経て

2013 年に就農。多気町にあった祖父の農地で

トマトを栽培し、５年目になる。
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（40 歳） （37 歳）

「解体して移設する作業も研修先の師匠たちに助けていただいたので、初期費用は安くすみました。もし２反のビニルハウスと、いちご栽培システムを

新設しようと思ったら 2,000 万円から 3,000 万円くらいかかると思いますが、これから始めるという時にそれほどの借金は怖くてできませんよ。」

４

ISE
伊勢市
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倉野佳典さん
（36 歳）

イチゴとの出会いで人生が好転
太陽の下で充実した毎日

自己資金１５０万円と空きハウスでイチゴ農家へ

就農を考えている人へ

自然相手ですから、自分の力ではどうにもできないことも

あります。でも、必ず成し遂げるという強い意志と覚悟さ

えあれば大丈夫。会社勤めと比べると、時間の自由度は高く、

つくろうと思えば平日にだってまとまった時間がつくれま

す。僕はそういう時間を使って研修などに出掛けています。

難しく考えすぎないで、まずは、土に触れて太陽の下で農

業を感じるというところから始めてみてはどうでしょうか。

農業とは無縁に育ち、大学で県外へ。卒業後、三重に戻って営業マンになったが、がん

ばりすぎて体調不良に。派遣やフリーターも経験し、数字で成果を出せば認めてもらえ

る日常に違和感を覚えていた。

「自分のやりたいこと、役割って何だろう」。自問自答を繰り返す中で、就農を題材にし

たテレビ番組を偶然目にした。「人生に疲れ果てていたので、逃げの気持ちも手伝って、

農業をやろうと思ったんですね」。最初は安易な考えだったが、生まれ育った土地がイチ

ゴの産地で後継者不足だと知り、挑戦する決意を固め研修先を探した。

イチゴ栽培で見つけた生き甲斐
JA 伊勢いちご部会に入り、積極的に人間関係を築いた。地域の集まりにも参加し、色々

な人の話に耳を傾けた。少しずつ増やしていく信頼。栽培は苦労の連続で失敗もある。

それでも、「おいしい」と喜んでくれるお客さんの一言は、栽培に成功した喜びにも勝り、

何よりも一番うれしい。

イチゴとの出会いで、行き詰まりを感じていた人生が好転した。「失敗はありますが、充

実した毎日です」。講演の依頼を受け、体験談を話す機会も増えている。

営業マン生活を経て農家へ転身した倉野佳典

さんは、イチゴの栽培に励み６年目である。

やる気と結果で地域の信頼を築いていった。

ISE
伊勢市
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脱サラ新規就農
　～地域課題解決のために農業ベンチャーを設立

「自立と共生」を掲げて移住・就農～地域のオーガニック推進に取り組む。

 

ローカル・ベンチャーを設立～農業の新しいかたちを創る

エンジニア・高校教員を経て、2005 年に移住した

村山邦彦さん。以来１２年に渡って農産物の生産・

流通に携わっている。

有機栽培に取り組む生産法人・伊賀ベジタブル

ファーム㈱、産地卸売販売会社・㈱へんこ、両社

の代表取締役を務める。

（45 歳）

伊賀市・名張市周辺は古くから有機農業に関わる人が多い地域だ。東京の産業機械メーカー勤務など安定した職業を離れ、就農の地を探していた村山邦彦

さんも、人の縁を辿って伊賀市に移住、地域の篤農家の下での研修を経て 2007 年に独立を果たした。

「あとから考えると農地の条件等、かなり不利な地域だと思いますが、個性的で面白い人たちが各地から集まっていたので、何よりそこに惹きつけられた

のだと思います」

自らの農業経営が徐々に軌道に乗ってきた 2010 年、同じように伊賀に惹きつけられた移住者や地元農家らと共に「伊賀有機農業推進協議会（以下

『伊有協』）」の立ち上げに加わる。

「伊賀の有機農家には “へんこ”（関西弁で “頑固で変わった人” の意）が多くて、みんな本当に個性的で尖がっている。そして、それぞれ独自のネットワー

クを持っているんですね。『伊有協』の運営は、その多様なネットワークを可視化して繋いでいく作業だったと思います。すごく勉強になったし、これか

らの時代のローカル・コミュニティを考えるための大きなヒントになりました。一人ひとりが小さくても経営者として自立しながら、大きな課題に向かっ

て連携して扶けあう、そんな形がしっくり来たのでしょうね。」

　

村山さんは就農から５年目に農場を法人化（伊賀ベジタブルファーム㈱）。その約１年半後には協議会の有志らと地域の農産物流通の新しい形を創る商社

（㈱へんこ）を設立した。いずれも既存の農業のイメージに囚われず、次の時代を担う新たな枠組をつくるための挑戦だった。

「周囲に全然理解されず苦労は多かったけど、時代が追いついてきたというか、ようやく僕らのやってきたことが評価されるようになってきました。」

そんな風に言う村山さん、今は伊賀を拠点に各地を飛び回り、次代の農業を立ち上げるための仕掛けづくりに奮闘している。その神出鬼没ぶりはまるで

忍者のようだ。

「農や食の世界には若くてやる気のある人たちがどんどん入ってきている。田舎だからってタコツボに収まらず、各地で本当に良いものを創っている人た

ち同士が繋がっていけば、新しい世界が拓けていくと思うんです。そんなネットワークが広がるための『ボンド』みたいな役割ができたらいいな、と。」

Think Globally, Act Locally そんな言葉を地で行く、新しい形の「移住」のヒントがありそうだ。　

単に農産物を生産するのではなく、暮らしの中の「食」のあり方を提案し、   

自分を取り巻く自然環境や人の繋がり、多様な「いのち」のあり方に心を配る、

そんなライフスタイルが【オーガニック】だと思っています。そういう感覚が徐々

に「当たり前」になっていく時代の流れのなかで、ローカルの果たす役割はと

ても大きいんじゃないでしょうか。志の高い移住者の役割はこれからますます

重要になりそうですね。

▶伊賀ベジタブルファーム株式会社 ｜ http://iga-vegetable.jp
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（29 歳）
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（38 歳）
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（44 歳）
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森 大輔さん・華子さん
　　 （35 歳）　　 （33 歳）

農業法人への就職とブドウ畑、
夫婦二人三脚それぞれの農業

働くことの原点は、自然の中で汗を流すこと

就農を考えている人へ

農業は中途半端な気持ちでは続きません。現役の人からできるだ

け話を聴いて、それでもやりたいと思えるのなら大丈夫。（大輔）

農業はひとりでは絶対にできません。地域の人の協力を得ること

も大切です。（華子）

兵庫県でサラリーマンをしていた夫と、実家が農家の妻。結婚前、大輔さんは華子さんの実家に遊びに来るようになり、「自然の中で汗を流

すのは、働くことの原点」と感じるようになった。大輔さんはサラリーマンとしての自分に将来性はないと思い、結婚を機に退職し、就農を決意。

ほとんどノープランで名張に移り住んだ。

大輔さんは伊賀市で主に水稲を営む農業法人に研修で来ないかと誘われ、そのまま就職。華子さんは「この人のやる農業なら必ず成功する。

自分も農業をやろう。」と、下積みのつもりでブドウ農家での研修を始め、跡継ぎがいないからと、２年足らずでブドウ畑を任されるようになっ

た。現在はナバナなどの露地野菜もつくり、直売所へ出荷している。

同じ農業でも “職場” は別々
農業を身近に育った華子さんと違い、土とは無縁の環境で育った大輔さんは「理

想と現実の差は大きい」と、痛感。思っていた以上に作業に手間取り、もどかし

く感じたこともあった。それでも作業をしている畑で朝日や夕日を見ると、「自

分のやりたかったことはこれだ」と実感し、また土と向き合う。

大輔さんは会社で学んだことを妻の農業に生かし、出勤前や帰宅後には、華子さ

んの作業を手伝うこともある。「夫婦が同じ場所で農業をしていないことが、い

いんです。」２人の夢は１人息子の雄大君に「農業ってカッコいい」と思っても

らうことだ。

結婚を機に夫婦で就農を決めた森さん夫妻。

夫は伊賀市の農業法人で、妻はブドウ農家で

働いている。

夢は一人息子に「農業ってかっこいい」と思っ

てもらうこと。
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（35 歳）

NABARI

名張市
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　　　当初は地元直売所に置いてもらえるよう、少量ずつたくさんの品目の野菜も栽培していましたが、台風による被害や、大量出荷する契約栽培の

品目との両立の面から、良い品質を維持することができなくなってしまいました。結局、安定的に農業を続けるため、契約栽培の 2品目に加え、台風

の被害の小さいサツマイモと地元の伝統的な漬物『くき漬け』の材料となる八頭（ヤツガシラ）の 4品目に絞ることにしました。

（38 歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ます。  現在 6 品種育てている

サツマイモ全てを使った干し芋の開発にも取り組んでいます。色も味も違う干し芋の詰め合わせができたら面白いかなと」

KIHOKU

紀北町
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（31 歳）

KIHOKU

紀北町
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（40 歳）

KUMANO

熊野市
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（34 歳）

P41

KUMANO

熊野市
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（47 歳）

MIHAMA

御浜町
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古川昭義さん
　　 （32 歳）

一等航海士からみかん農家へと転身

めざせ！もうかる農業
海から丘へ、心機一転

就農を考えている人へ

農業は自分のがんばりが報われる仕事です。

まずは全国の農家を調べてみてください。みかん農家としてやるなら

３～５年は収入が無いかもしれませんが、そこをがんばってください。

MIHAMA

御浜町

農家の長男として育ったが継ぐ意志はなく、地元を出たいと鳥羽商専へ進学。卒業後、東京の船会社に勤めた。仕事はうまくいっていたが、

海の上の生活を続けているうちに、「自分のやりたいことはこれだったのかな」と自問自答を繰り返すうち、「御浜に戻って売れるみかん

をつくりたい」という結論に達した。

実は父親も婿養子としてＩターンをした人だった。「みかんを育てたい。畑を貸してほしい。」と頼み込んだ。静岡県の浜松市（当時の三ヶ

日町）で農業研修を受けてから、生まれ育った御浜町に戻り就農。しかし、そう簡単に売れるみかんはつくれなかった。収入がほとんど

ない暮らし。農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）の補助を受け、最初の 1年は父から肥料など必要なものを譲ってもらい、会

社勤めの妻にも支えてもらっていた。

農業は仲間がいることが何よりも大切
まずはみかんをしっかり作ろうと、部会などには参加せず、人付き合いも殆どしなかった。だがこのままだと、独りぼっちになってしま

うと考えを改め、若手農家の青少年クラブに入り、情報交換や勉強会などに参加するようになった。みかんという共通点がある仲間が居

るのは心強い。

目標は明確だ。売れるみかんをつくって儲けたい。平凡な田舎暮らしをしたいとも思ってもいないし、土地を代々守っていきたいという

考えもない。「いつかはアメ車で畑に行きたいですね」。２児の父親でもある。

貨物船の航海士を経てみかん農家へ転身した

古川昭義さんは実家のみかん農家に就農して

11 年目となる。静岡の三ヶ日町で２年半の農

業研修をして、御浜町に帰ってきた。
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岩崎和広さん
（47 歳）

みかん農家を営んでいる岩崎和広さんは、もと

もと母方の実家が紀宝町だったことから、子ど

もの頃からよく遊びに来ていた。海にも山にも

近いこの地に憧れみたいなものがあって、いつ

かはここで生活したいと思っていたという。

おばあちゃんの
残してくれた土地で

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　地域全体をみかんのブランド産地にしたい
「今まで農業とは無縁でしたが、このあたりにおばあちゃんが残した土地やみかんの木があったりしたので、近い将来みかんを売りながら生活できると

いいなあなんてもの凄く浅はかな気持ちで来ました。でもこのあたりの仕事は選択肢が少なかったので、だったらという感じでみかん農家をしてみた

んです。そしたら１年間の収入が 40 万円くらいでこりゃダメだと。」

岩崎さんはこの時点で一度みかん農家を中断して、農業の勉強ができるかもしれないと思い JAに転職したが、新規就農者への給付金制度が始まること

がきっかけとなって本格的にみかん農家の世界へ飛び込んだ。親戚も比較的多いため、園地探しも空いているところをすぐに紹介してもらえた。

「これからはどこも担い手不足ですから、園地を貸してくれるところは増えてくると思います。自治体も『三重南紀元気なみかんの里創生プロジェクト

協議会』（P33 参照）を設置し、みかんの新規就農者を募集していますから園地も紹介してくれますしね。でも栽培技術は自分で経験を積んでいかなけ

ればなりません。地域のみんなが上手にみかんを作れるようになれば地域全体がブランド産地になってみんなが潤っていくはずなので、僕は自分で試

してみて良かったことは若い人たちに伝えています。」

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これからの農家は売ることもプロフェッショナルに
岩崎さんは積極的に売り先の新規開拓に取り組んでいる。

「インターネット販売で個人客を増やしていくという考え方もありますが、箱詰めや発送作業でどうしても人手が必要になります。それではせっかくの

利幅も小さくなってしまいますので、何とかひとりで完結する仕組みを作りたかった。そこで、市場にいる友人に助けてもらいながら、このあたりの

大手スーパーに直接コンテナで卸すことができる関係を築いてきました。そうすれば箱詰めや発送作業の手間も省けるし、市場を通さないので手数料

もいりません。これからは急な依頼でも対応できるように同世代の農家と協力体制をつくっていくつもりです。」

読んでいる人へメッセージ

物価は都会と比べて安く、月額 20 万あるかないかでも十分生活できます。

農業を応援してくれる人もたくさんいますし、やる気があれば何とかなる

とは思いますが、最後は気持ちではないでしょうか。若い子が来てくれる

ことは地域の方々も大歓迎してくれるはずなので、ぜひ思い切って来て欲

しいです。

KIHOU
紀宝町
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『農業・農村資源を活用したビジネスプラン』の実証活動

　平成 28 年夏、若き農村移住者の皆さんから、農業・農村資源を活用したビジネスプランのアイデアを広く募集し、

採択させていただいた３件のモデルによる実証活動を平成 28 年度に支援しました。

「株式会社いのさん農園」　代表　岡田　孝幸さん【津市白山町】

　大学で物質化学を学び、卒業後東京でサラリーマンを経験してから故郷

にＵターンした岡田さん。大学時代の友人の実家で、さくらんぼ農家の魅

力にふれ、農業に興味を持つようになりました。

　ご家族が経営する温泉宿泊施設を訪れるお客様に、津市白山町の自然の

中でもっと楽しんでもらいたいと、平成 21 年にブルーベリーの観光農園

をオープン。学生時代に学んだ化学の知識を生かし、養液を独自開発して

ポット栽培を行っています。平成 27 年には、通年の雇用をめざして、イ

チゴの観光農園もスタートさせました。

　また、白山町の名物となるようなお土産物づくりをめざし、国から「農

商工等連携事業計画」および六次産業化・地産地消法に基づく「総合化事

業計画」の認定を受け、自社農園で栽培したブルーベリーや抽出した葉の

エキス等を用いて、スキンケア商品やブルーベリージュース、ジャム、キャ

ンディなどの新商品開発を進めてきました。

　平成 28 年度に取り組んだビジネスプランの実証活動では、ブルーベリー

やイチゴ、加工品の海外や首都圏への展開をめざして、台湾やシンガポー

ルでの展示会・商談会等へ積極的に参加しました。

　現在、台湾への輸出に向けた取組を進めているほか、百貨店からのニー

ズに応じて、食品製造事業者と連携して新商品の開発をスタートさせるな

ど、取組を次々と発展させています。

「紀伊ファーム」代表
 　石倉　至さん【紀北町】

イガグリインタラクト
　　　　　　　　 【伊賀市】

　紀伊ファームで栽培しているサツマイモを加工して、

干し芋の詰め合わせ商品の開発に取り組みました。

　農業者と様々なクリエイターが繋がるプラットフォーム

づくりをめざして、地域に根付く新たなビジネスモデルを

生み出すための学びと実践のワークショップを開催しまし

た。
⇒石倉さんの紹介　23ページ
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桑名市

いなべ市

四日市市

亀山市

「本物力こそ、桑名力。」

「桑名で住みたい」と選ばれるまちづくりの取組を開始
木曽三川の河口にある桑名市は、交通の要衝として栄えた歴史や文化が数多く残るまちである
とともに、北西部は養老山地、南東部は伊勢湾に面し、山と川と海に囲まれた水と緑に恵まれ
た地域です。
農業地帯は、丘陵地帯・伊勢湾に面した木曽三川と員弁川がつくる沖積平野、および木曽川と
長良川によってつくられた輪中に代表される低くて平坦な水郷地帯に区分されます。
立地条件を生かし、平坦部では水稲・麦を中心に、花卉園芸やトマト・なばな等の野菜、丘陵
地では、みかんやタケノコ等が生産されており、特に「トマト」と「なばな」は、ブランドと
して定着しています。
新規就農希望者へは、ＪＡや県等関係機関と連携しながら、就農相談を行っています。

桑名市農林水産課　0594-24-1203

住んでいーな！来ていーな！地方創生のまち

緑の山々、広がる田園　四季を感じる癒しのまち『いなべ』で
ゆったり田舎生活を
三重県の北の玄関口に位置するいなべ市は、北に養老山地、西に鈴鹿山脈が走り、中央を流れ
る員弁川を挟んで田園地帯が広がる緑豊かなまちです。
なにより魅力的なのは元気な市民。まちの資源を見直し、新しい価値を生み出そうとする人が
増えてきました。
農業では、山々が生み出す清流を生かし、良質米やお茶、黒毛和牛の産地として知られています。
また、冷涼な気候を生かして、そばの栽培が進められ、秋そばの収穫時期である 11 月には、
毎年盛大に新そば祭りが開催され、多くの来場者で賑わいます。

【移住】いなべ市 都市整備部 都市整備課　0594-74-5814
【就農】いなべ市 農林商工部 農林振興課　0594-46-6306

みんなが誇りを持てるまち四日市

工業都市のイメージが強いですが、
四日市は「農業」も活発です！
本市は三重県北部に位置し、西に鈴鹿山脈、東は伊勢湾に面した自然豊かな地域です。市域の
６割弱を農業振興地域が占め、都市近郊の特性を生かして多様な農業が営まれています。米を
中心に、転作作物としての小麦・大豆や、恵まれた立地条件を生かした伝統ある茶、ハクサイ・
バレイショ・キャベツ・ダイコン・カブを中心にした露地野菜、施設を利用した花き・メロン・
トマト・イチゴ、ネギ等の軟弱野菜が生産されています。
新規就農者を対象に、施設等設備に係る初期投資費用の一部補助を実施し、経営立ち上げ時期
の費用負担の軽減を図っています。また、市農業センターでは、就農に向けた農作物栽培技術
の習得、訓練の場を提供し、新規就農を支援しています。

四日市市 商工農水部 農水振興課 農水政策係 059－354－8180

亀山でスタートさせる初めての農業

東と西の道が交わる小さくても便利なまち、亀山
三重県の北部に位置する亀山市は、温暖な気候と肥沃な土地を生かし、米、お茶、畜産、花木
など幅広く農業が行われています。
古くから交通の要衡として栄えた亀山市は、現在も高速道路や鉄道が交わり、その利便性は健
在です。緑あふれる丘陵地には茶畑が広がり、かつての宿場町が江戸時代の面影を残す一方、
すぐそばには住宅地や暮らしに便利な施設がコンパクトに整っています。
住みよく、農業に適したまち亀山で農業を始めてみませんか？
亀山市では新規就農や移住の相談を行っていますので、ぜひ一度ご相談ください。

【移住】亀山市 企画総務部 企画政策室 0595-84-5770
【就農】亀山市 環境産業部 農政室     　0595-84-5082

【INFORMATION】　人口 (140,303 人 ) 面積 (137 ㎢ ) 人口密度 (1,027 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (2.0％) 老年人口割合 (25.0％) 主な地場産業（観光業、工業、農業）

産地ブランドの「トマト」

【INFORMATION】　人口 (45,815 人 ) 面積 (220 ㎢ ) 人口密度 (208 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (2.3％) 老年人口割合 (25.6％) 主な地場産業（農林業）

【INFORMATION】　人口 (311,874 人 ) 面積 (206 ㎢ ) 人口密度 (1,507 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (1.6％) 老年人口割合 (25.3％) 主な地場産業 ( 農業、茶業、工業）

【INFORMATION】　人口 (50,254 人 ) 面積 (191 ㎢ ) 人口密度 (263 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (3.1％) 老年人口割合 (25.1％) 主な地場産業（農業、茶業、製造業）

竜ヶ岳からのいなべの田園風景

水沢地区の茶畑

亀山の茶畑
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三重県の中央部に位置する津市は、県都として行政機関を中心に多様な都市機能が集積して

います。また、白砂青松の面影を伝える長い海岸や美人の湯として知られる榊原温泉、映画

の舞台にもなった美杉地域の癒しの森など多種多様な自然を楽しむことができます。

高速道路や鉄道、中部国際空港への海上アクセスなど交通アクセスにも恵まれ、大学や短期

大学といった高等教育機関、大学病院などの医療機関、博物館や美術館といった文化施設な

ど、様々な都市機能が集積する便利で住みやすいまちです。市民アンケート調査でも、回答

者の 87％が津市に住み続けたいと回答しています。

市内では、温暖多雨な気候と豊かな大地を活かし、様々な農産物が栽培されています。津市

では、食の安全と市民の暮らしを支えるため、意欲ある担い手の確保・育成や、生産者が農

業経営をしやすい環境づくりに取り組んでいます。

また、市内で生産される農林水産物の消費及び生産拡大を図るため、ブランド化と地域内外

への情報発信にも取り組んでいます。

現在、津市の農林水産物の魅力をＰＲするキャラクター「つ乃めぐみ」がインパクトたっぷ

りに歌い踊るプロモーションビデオ放映をはじめ、様々な場所でプロモーション活動を積極

的に展開しておりますのでご注目ください。

新規就農支援としては、相談窓口を設け、ＪＡなど関係機関とも連携しながら、就農を希望

される方への情報提供や研修先の紹介などを行っています。ＵＩＪターン就職者には、津市

独自の「ふるさと就職新生活応援奨励金」の制度もありますので、ぜひ一度ご相談ください。

【移住】　津市 政策財務部 政策課  　059-229-3101
　　　　津市 美杉総合支所 地域振興課 　059-272-8080
【就農】　津市 農林水産部 農林水産政策課  059-229-3172

【INFORMATION】　人口 (279,886 人 ) 面積 (711 ㎢ ) 人口密度 (394 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (2.8％) 老年人口割合 (27.9％) 主な地場産業（農業・畜産業、林業、水産業）

【INFORMATION】　人口 (163,863 人 ) 面積 (624 ㎢ ) 人口密度 (263 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (4.1％) 老年人口割合 (28.1％) 主な地場産業（農業、畜産業、漁業、林業、茶業）

松阪市は、三重県のほぼ中央に位置し、西部が山間地、中央部は丘陵地で東部一帯には伊勢平野が
広がっています。名所旧跡が多数あり、かつ農業も盛んで、全国に名高い松阪牛発祥の地として知
られています。水田農業が効率的に営まれ、小麦・大豆は県内第１位の生産面積を誇ります。
市内西部の飯南・飯高地域は県内有数の茶産地で、上質な深蒸煎茶が生産されています。当地域の
深野地区では石積みの棚田が保全管理され、棚田百選に選定されています。また、当地域には「空
き家バンク制度」もあり、移住した際の家屋改修やリノベーションの補助も充実しています。就農
希望の方には農地の斡旋や国の農業次世代人材投資資金を活用した支援も行っています。

【移住】松阪市 飯南地域振興局 地域振興課 0598-32-2511
【就農】松阪市 産業経済部 農水振興課　　 0598-53-4116

大台町は三重県の中南西部に位置し、清流宮川と紀伊の山々に抱かれた自然あふれる町です。平成
28年3月には、大台町と奈良県の１市５村に及ぶエリアが「大台ヶ原・大峯山・大杉谷ユネスコエコパー
ク」に拡張登録され、大台町全域がユネスコエコパークとなりました。
　この豊かな恵みを生かし、主に兼業農家により、稲作・畑作が営まれているほか、数少ない専業農
家は、香り豊かな「大台茶」の生産や全国に誇るブランド和牛「松阪牛」の肥育にも取り組んでいます。
　町では、新規就農に特化した支援制度はありませんが、道の駅に野菜を出荷することを条件にハウ
ス整備や農業機械購入の支援を行っています。加えて農林漁業体験民宿等設備に対する支援や移住・
定住のための空き家改修支援も行っています。

【INFORMATION】　人口 (9,557 人 ) 面積 (363 ㎢ ) 人口密度 (26 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (8.2％) 老年人口割合 (39.8％) 主な地場産業（林業、茶業）

33



三重県のほぼ中央に位置する多気町は、伊勢本街道・和歌山別街道・熊野街道と三本の旧街道

が通る古くから人々の往来が活発な土地です。平成14年にオープンした高校生レストラン「ま

ごの店」は、相可高校・五桂池ふるさと村・多気町の産学官が協働して実現したもので、生徒

のきびきびした姿や美味しい料理が話題を呼び全国から多くの観光客が訪れています。

雪がほとんど積もらない過ごしやすい気候で、里山と里川、田畑に囲まれた自然豊かな環境で

す。また、中心には商業地があり、生活の利便性もよい町です。交通アクセスも良好で、車では、

高速道路を利用して、名古屋まで 90 分、伊勢神宮まで 30 分、公共交通機関では JR 多気駅を

利用でき、津市・松阪市・伊勢市など、三重県中南勢地域が広く通勤圏内に入ります。

農業では、江戸時代から栽培されている特産の伊勢芋や、前川次郎柿を筆頭に、伊勢茶・米・苺・

トマト・椎茸などの多様な野菜が生産されているほか、松阪牛の肥育も盛んです。

現在、「食のまち多気」で新たに農業にチャレンジしていただける方を募集しています。多気

特産物の収穫体験や新規就農者との交流をしていただける農業体験を実施しているほか、就農

開始時の不安を払拭するため、多気町へ移住する45歳以下の方などを対象に、国からの交付（農

業次世代人材投資資金：最大 150 万円）に加え、多気町独自で 90 万円を２年間補助するサポー

トを行っています。また、農地や空き家の取得に向け、農地の斡旋や空き家バンクの制度の紹

介などにより、きめ細かく相談に応じます。

【INFORMATION】　人口 (14,878 人 ) 面積 (103 ㎢ ) 人口密度 (144 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (11.4％) 老年人口割合 (31.6％) 主な地場産業（農業）

多気町独自で農業次世代人材投資資金（150 万円）に
プラスして更に 90万円を上乗せ！

明和町は三重県のほぼ中央、松阪市と伊勢市の間に位置しており、気候は温暖で冬でも降雪は

ほとんどみられず、町のおよそ９割を占める平野部が伊勢湾にむけて広がっています。農業は、

その広大な平地を活かした稲作を中心としながら、施設野菜、畜産業など多様な農業が営まれ

ています。

伊勢湾に面している当町では漁業も盛んに行われており、ひじきや海苔、貝類といった水産物

が水揚げされています。

農業振興施策としては、水田における麦、野菜等の生産や、６次産業化（農水産物の生産、加工、

販売を１事業者で行うこと）の支援を目的とした、当町独自の補助金制度があり、多くの農家

にご活用いただいています。

また、新たに農業を始めようとされる方には、県やＪＡなどの関係機関と連携したサポート体

制を整備し、丁寧な就農相談等、きめ細やかなサポートに努めています。

当町は主要道として北部に国道 23 号線、南部に県道 37 号線が横断しており、県庁所在地の

津市へは車で 40 分、隣接市の伊勢市と松阪市の中心部へは 20 分でアクセスできます。町内

には大型ショッピングセンターのほかスーパーマーケットやコンビニも多く、日常生活で不便

さを感じることはありません。また、町内には近畿日本鉄道の駅が２駅あり、鉄道で、名古屋

へは 100 分、大阪へは 120 分と、大都市へのアクセスも比較的良好です。

明和町は、農村暮らしのようなスローライフに憧れながらも、田舎の利便性の悪さから今ひと

つ移住に踏み切れないような方にぴったりの町です。

「農村暮らし」と「快適な生活」を両立していただけますので、みなさまからのお問い合わせ

をお待ちしております！

伊勢湾にむけて広がる広大な平野

【INFORMATION】　人口 (22,586 人 ) 面積 (41 ㎢ ) 人口密度 (550 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (6.0％) 老年人口割合 (29.1％) 主な地場産業（農業、漁業）
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【INFORMATION】　人口 (127,817 人 ) 面積 (208 ㎢ ) 人口密度 (613 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (2.7％) 老年人口割合 (29.4％) 主な地場産業（観光業、農業、水産業）

伊勢市は三重県南部に位置し、古くから「お伊勢さん」と呼び親しまれてきた伊勢神宮を擁し、
神宮御鎮座のまちとして栄えてきました。
市の中央には清流日本一に輝く宮川が流れ、比較的温暖な気候の中、農業が営まれています。
平野部では稲作のほか、県内１位の生産量を誇る青ねぎやいちご等の野菜類、高品質な施設花
きのバラなどが栽培されています。山間部では市の天然記念物の蓮台寺柿や三重のバイオトレ
ジャーに認定された横輪いもが生産されています。
また、名古屋・大阪とのアクセスも良く、高速道路を利用すると名古屋から 90 分、大阪から
120 分となっています。歴史が息づく、自然豊かな環境で就農してみませんか？

【INFORMATION】　人口 (50,341 人 ) 面積 (179 ㎢ ) 人口密度 (281 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (9.0％) 老年人口割合 (37.4％) 主な地場産業（漁業、観光業）

志摩市は、四季を通じて温暖な気候で、陸域全域が伊勢志摩国立公園に指定され、美しく豊か
な海と山の自然に恵まれた地域です。産業では、豊かな食材を生み出す農林水産業と美しい景
観を活用した観光関連産業が特徴です。農業では、米、多様な野菜、イチゴ、メロンなどの栽
培が特徴で、特に特産品で志摩ブランドに認定されている干し芋「きんこ」は、人気が高い商
品です。市では「きんこ」の生産量増加を図るため、芋の栽培から加工までを実践できる「き
んこ塾」を開校し、「きんこ」の生産拡大に力を入れています。また、「きんこ」以外でも農協
が主体となった農業塾「なごみ」で露地野菜の基礎を学ぶことができます。

県南部の伊勢平野に位置する玉城町では、温暖な気候を活かし、お米をはじめ、いちご、柿、梨、
ぶどう、かぼちゃ、キャベツなどたくさんの作物が栽培されています。平坦な土地柄から鳥獣
被害は少なく、周囲に急な山や海はないため安心して暮らせるまちです。
世界遺産熊野古道伊勢路や伊勢神宮へつながる街道が交わり、目を少し外に向けると昔ながら
の「田舎の夏休み」を想起させる田園風景が広がります。町中をオンデマンドバス「元気バス」
が無料で走り、お出かけをサポートしながら最先端のＩＣＴにより健康を見守っています。
歴史文化・伝統にふれ子どもから大人までイキイキと暮らせる、そんな素晴らしい田舎暮しを
満喫しつつ、やりがいを持って働くことができる、それが私たち自慢の玉城町です。

【INFORMATION】　人口 (15,431 人 ) 面積 (41 ㎢ ) 人口密度 (377 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (7.2％) 老年人口割合 (25.9％) 主な地場産業 ( 農業、製造業）

新規就農者の育成と産地維持、遊休農地の解消を目的に平成 24 年に JA 伊勢 100％出資子会社

として ( 株 ) あぐりん伊勢は設立されました。新規就農を目指す研修社員は、2 年間の勤務で

青ねぎ等の栽培技術などを習得し、就農をめざします。

現在は、５名の研修社員が就農を目指して働いています。就農時には JA 伊勢が責任をもって

農地の斡旋、制度資金申請のお手伝いをさせていただきます。また、就農後も、部会員、営農

指導員、普及センターが全面的にサポートいたします。

JA 伊勢 営農自己改革推進室  0596-62-2281
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三重県の中央南部に位置する大紀町は、南部は雄大な太平洋を望み、中央には一級河川の宮川

や大内山川、藤川が流れ、海・山が織りなす自然はとても豊かです。

平均気温は 16℃前後と県内でも比較的温暖な地域ですが、大台山系に囲まれた山間部の冬季

は冷え込みが厳しく、また平均降水量が 2,900ｍｍを越える全国屈指の多雨地帯です。

沿岸部の錦地区には漁港があり、真鯛やブリの漁業が盛んで、特にブリのシーズンは、ひと際

活気で賑わいます。

一方、山間部の七保地区では、日本一の銘柄和牛「松阪牛」となる七保牛の肥育が盛んで、松

阪共進会においても、高い評価を受ける肥育農家が 15 戸あります。

また、大内山地区では「良質な牛乳は健康な乳牛から」を合言葉に、大切に育てた乳牛から絞っ

た生乳を原料に、成分無調整牛乳やヨーグルト・牛乳プリン等の乳製品が製造され、「大内山

牛乳」としてブランド化されています。

そのほか、清流が育むお茶や稲作、椎茸などの特用林産物の栽培や、狩猟したシカやイノシシ

のジビエ活用も行っています。

本町は、ＪＲ紀勢本線や、国道 42 号線に加え、紀勢自動車道も整備され、名古屋および大阪

から車で 90 分、三重県の県庁所在地津市から車で 60 分と、町内に２つのインターチェンジ

がありアクセスも良好です。

また、子育てを応援するため、エンゼル手当として、出生一時金や給食費の補助、通学費補助、

放課後児童クラブなど県下でもトップクラスの子育て施策を行っています。

移住や新規就農者の受け入れ体制はまだまだ未熟ですが、出来る限りのサポートをさせていた

だきます。

【INFORMATION】　人口 (8,939 人 ) 面積 (233 ㎢ ) 人口密度 (38 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (10.7％) 老年人口割合 (45.3％) 主な地場産業（漁業、林業、農業）

【INFORMATION】　人口 (8,309 人 ) 面積 (135 ㎢ ) 人口密度 (62 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (6.8％) 老年人口割合 (31.8％) 主な地場産業（農林業）

三重県の南部に位置する度会町は、東に伊勢平野を望み、西の大台山系を源流とする清流「宮川」
が町のなかを流れています。川沿いには茶畑が広がり、日本一の清流から立ち上る朝霧が、滋
味濃厚で深い香りが自慢の伊勢茶を育んでいます。
本町は名古屋市から車で 100 分、三重県の県庁所在地の津市から車で 45 分の距離にあり、自
然豊かで災害の少ない安全な町です。伊勢志摩地域の観光スポットにも近く、町内では SUP
やラフティングなど川のレジャーをはじめ、登山やハイキングなどが気軽に楽しめます。
移住相談、新規就農相談の窓口が連携し、田舎暮らしのサポートをさせていただきます。

伊勢志摩地域の南側沿岸に位置する南伊勢町は、漁業と農業が基幹産業の町です。
農業では温暖な気候を生かし、海岸沿いの日当たりの良い斜面で、みかん、梅、中晩柑類等が
栽培されています。鳥獣被害、後継者不足により柑橘生産者が減少傾向にあることから、担い
手の確保のため、生産者、農協職員、及び県普及センター職員が講師となり、みかん栽培の知識・
技術の習得を目的にした「みかんの学校」を開催しています。これまでにみかん農家の後継者
や新規就農者の方々等に受講していただいております。ご興味がある方は、ぜひご参加くださ
い。

【INFORMATION】　人口 (12,788 人 ) 面積 (242 ㎢ ) 人口密度 (53 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (20.8％) 老年人口割合 (49.1％) 主な地場産業（漁業、農業、林業）

みかん農家の担い手確保のための「みかんの学校」を開催
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【INFORMATION】　人口 (90,581 人 ) 面積 (558 ㎢ ) 人口密度 (162 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (6.0％) 老年人口割合 (31.7％) 主な地場産業（農業、製造業、観光業）

伊賀市は、京都・奈良や伊勢を結ぶ大和街道・伊賀街道・初瀬街道を有し、都に隣接する地域

として、また交通の要衝として、江戸時代には城下町や伊勢神宮参拝者の宿場町として栄えて

きました。このような背景から、京・大和文化の影響を強く受けながらも、独自の文化を醸成

しています。

また、伊賀流忍者や松尾芭蕉のふるさととしても知られ、多くの観光客が訪れます。

古琵琶湖層の肥沃な土地、淀川源流の清水、盆地特有の気候により育まれた「伊賀米コシヒカリ」

は、お米の食味ランキング（日本穀物検定協会）にて５年連続「特Ａ」の評価を受けています。

また、国営事業で造成された青蓮寺用水地区の畑地では、アスパラガス・かぼちゃ・きゅうり・

キャベツ・そば・たまねぎなど、多くの種類の野菜が栽培されています。

市内には、総合病院が２つ、大型スーパーがあり、子育てでは、延長・一時保育、放課後児童

クラブ、子育て支援センターによるサポートのほか、中学生までの医療費無料化、第３子以降

の保育料無料化（※一部条件あり）などを実施しています。

あわせて、高速道路、鉄道、バスなどの交通網により都市部へのアクセスが容易であることも

大きな魅力です。

豊かな自然のなかにありながら、程よく便利な生活ができ、「まちなか暮らし」や「田舎暮らし」

など自身にあったライフスタイルの選択肢が豊富なことなどから、ＡＥＲＡ（朝日新聞出版）の

特集「移住しやすい街 110」において最高ランク三ツ星を獲得しました。

移住相談に総合的に対応するため、総合相談窓口（移住コンシェルジュ）を開設しましたので、

お気軽にご利用ください。

三重県の西部、伊賀盆地の南西部に位置する名張市は、豊かな水と緑に恵まれ、周囲を山野や

赤目四十八滝、香落渓といった渓谷を含めた美しい自然に囲まれており、四季折々の鳥の鳴き

声などの自然の音を感じながら暮らすことができます。

また、本市は大阪から電車で 60 分、名古屋から 90 分と、都市部からのアクセスも良好で、

自然豊かな環境で暮らしながら、多様な働き方を実現できます。

平均気温は約 15℃、盆地特有の寒暖差の大きな気候であり、肥沃な粘質土壌と清らかな水を

活かし、良質な農産物生産に適しています。特に、本市で広く栽培される伊賀米コシヒカリは、

日本穀物検定協会の食味ランキング最上位の「特 A」の評価を 5 年連続で獲得し、ブランド品

として認知されています。

その他にも、三重ブランドに認定されている伊賀牛や、美旗メロン、ぶどうなど、魅力のある

良質な農産物が生産されています。

本市には、先進農家 11 名（有機野菜、施設・露地野菜、水稲、果樹等）が就農サポートリーダー

として登録され、栽培に関する技術の習得だけでなく、農地銀行制度や空き家バンク制度等を

活用し、農地・住居の確保などの相談にもきめ細かく応じています。また、交流会を開催する

など、新規就農者同士の情報交換・交流の場を設定し、地域の担い手として定着できるよう環

境づくりに努めています。

移住相談に総合的に対応するため、総合相談窓口（移住コンシェルジュ）を開設しましたので、

お気軽にご利用ください。

【INFORMATION】　人口 (78,795 人 ) 面積 (130 ㎢ ) 人口密度 (607 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (2.5％) 老年人口割合 (28.2％) 主な地場産業（農業、製造業、観光業）

伊賀市の田園風景
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尾鷲市 悠久の自然の営みに育まれたまち
「おわせ」

山の幸、海の幸に恵まれた「おわせ」へ移住してみませんか。

三重県南部に位置する尾鷲市は、世界遺産「熊野古道」が横断しており、山と海に囲まれた自

然豊かなまちです。

総面積の約 90％を山林が占め、江戸時代から林業のまちとして発展してきました。その山林

で産出された「尾鷲ヒノキ」は、強靭な良質材として知られ、「伊勢志摩サミット」で、首脳

会議用テーブルなどに使用されたほか、この地域独自の伝統的な「尾鷲ヒノキ林業システム」

が日本農業遺産に認定されるなど、近年、国内外で知名度が高まっています。

また、熊野灘のリアス式海岸に面し、黒潮の恩恵による天然の良港があり、九つの漁港を中心

に漁業のまちとしても栄えてきました。

農業では、生産規模は大きくないものの、甘夏をはじめ良質な農作物が数多く栽培されていま

す。

本市では、農業へのチャレンジを応援するため、本市の空き家バンク制度を利用される市外か

らの移住者を対象に、小規規模の農地（100 ㎡から）を取得・貸借できるよう、要件を緩和し

ています。

田舎へ移住し、スローライフをおくりながら農林水産業を始めたい方も、行政がしっかりとサ

ポートさせていただきますので、お気軽にご相談ください。

【移住】尾鷲市 市長公室       　0597-22-2111
【就農】尾鷲市 木のまち推進課 0597-23-8224

【INFORMATION】　人口 (18,009 人 ) 面積 (193 ㎢ ) 人口密度 (93 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (6.4％) 老年人口割合 (41.1％) 主な地場産業（水産業、林業）

天狗倉山から見下ろす尾鷲市街の風景

太陽の光と潮風を浴びて育つ甘夏の風景

三重県南部の紀北町は、黒潮踊る熊野灘と日本有数の原生林が残る大台山系を擁する自然の宝

庫です。農林水産業では、ソウルフードのくき漬けやブランド米の生産をはじめ、高度な技術

を誇る「尾鷲ヒノキ」の育林、鰹・鯖等の一本釣漁業やまき網等の漁業も全国的に高い評価を

得ています。

若者の都市部への流出や高齢化が進む現状はあるものの、近年、地域内外から新たに農林水産

業に参入する若者も増えてきています。県内でも珍しく、農業・林業・漁業の枠を超えて、

20 代～ 40 代の若手生産者が共同で実行委員会を設立し、「地域内に新しい元気な風を吹かす」

という熱い思いを胸に秘め、様々な「こだわり」を持った生産者の見本市である「海・山こだ

わり市」の定期開催に取り組んでいます。

若手生産者による元気な取組は、紀北町の農林水産業を牽引し、トマトジュースや卵、椎茸な

ど多くの紀北町産の農林水産物が伊勢志摩サミットの食材として採用され、世界中にその魅力

が発信されるきっかけとなりました。

これらのほか、紀北町産ＦＳＣ認証材の「尾鷲ヒノキ」が、首脳会議用の円卓に使用されました。

このように、多彩な魅力のある農林水産業へのチャレンジを、行政がしっかりサポートさせて

いただきますので、こだわりの農林水産物と、素敵な人に会いに、是非、紀北町にお越しくだ

さい。

【INFORMATION】　人口 (16,338 人 ) 面積 (257 ㎢ ) 人口密度 (64 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (10.2％) 老年人口割合 (42.3％) 主な地場産業（水産業、林業、加工業）
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県南部に位置する熊野市は、熊野古道をはじめ、鬼ケ城、獅子岩、花の窟などを有する世界遺

産の町です。紀伊山地の急峻な山地やリアス式海岸、七里御浜からなる熊野灘など、変化に富

んだ地形を有しています。また、棚田百選に選定された「丸山千枚田」があり、農村の美しい

原風景が継承されています。

年間平均気温は 17℃と温暖な気候で、海岸部の日当たりの良い場所では、「温州みかん」など

の柑橘が栽培されています。また山間部では水稲のほか、郷土料理「めはり寿司」の材料とし

て欠かせない「たかな」が栽培され、「たかな漬」に加工されています。農業のほか、海岸部で

は漁業が、山間部では林業が盛んです。

熊野市では、新規就農をめざすＩＪターンの方を対象に、施設園芸用設備の整備に要する費用

の一部補助や、ＩＪターン専用住宅の貸し出し、家賃補助（最長２年）などの各種支援策を用意

しています。

そのほか、柑橘での新規就農を検討されている方を対象に、熊野市も含めた１市２町、県、ＪＡ

等が連携して、農業体験や先進農家での研修等を実施し、全面的に就農をサポートしています。

また、トマトなどの施設野菜については、ハウスでの研修制度（最長２年）もあり、技術習得

や農地の取得、施設の整備まで、切れ目なくサポートしています。

熊野市は平成 25 年に熊野尾鷲道路の開通後、名古屋および大阪から車で 180 分、三重県の県庁

所在地津市から車で 90 分と、都市部からのアクセスも改善しています。移住相談・新規就農相

談それぞれの窓口が連携し、きめ細かく、農村暮らしの実現に向けサポートさせていただきます。

【INFORMATION】　人口 (17,322 人 ) 面積 (373 ㎢ ) 人口密度 (46 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (8.0％) 老年人口割合 (41.8％) 主な地場産業（農業、林業、漁業）

【INFORMATION】　人口 (8,741 人 ) 面積 (88 ㎢ ) 人口密度 (99 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (23.2％) 老年人口割合 (37.5％) 主な地場産業（農業）

三重県南部に位置する御浜町は、紀伊半島を背に太平洋を望み、20 数キロにわたって続く美し

い七里御浜海岸の中間部に位置しています。世界遺産に登録された熊野古道の浜街道・横垣峠・

風伝峠や、棚田の里に壮大な朝霧が流れおちる「風伝の朝霧（さぎり）」など、自然と歴史が織

りなす美しい風景に彩られています。

平均気温 17℃と温暖な気候や緩傾斜という立地条件を生かし、海岸部を中心に柑橘が栽培され

ています。柑橘の種類では、９月から10月にかけて収穫する極早生温州が多く、11月の早生温州、

１月から５月にかけての中晩柑類、７～８月のハウスみかんと年間を通してみかんを収穫でき

ます。また、沿岸部では漁業、山間部では梅、水稲、畜産も盛んであり、その一部は御浜町の

ふるさと納税特産品となっています。

農業が盛んな当町では、新規就農者を随時募集しています。特に、基幹作物である柑橘につい

ては、農業体験や先進農家での研修等を実施し、全面的に就農をサポートしています。

また、柑橘のほか、畜産や花卉も含め、先進農家７名が就農サポートリーダーとして登録され、

栽培技術の習得だけでなく、農地・住居の確保などの相談にきめ細かく応じています。

本町は車で名古屋から 180 分、大阪から 210 分、三重県の県庁所在地津市から 120 分と、高速

道路の延伸で都市部からのアクセスは良好になりました。農業体験を通じて本町の自然豊かな

環境を実感していただけると思います。新規就農の相談にきめ細かく対応し、独立自営就農の

実現に向けサポートさせて頂きます。
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三重県の最南端に位置する紀宝町は、東は七里御浜で熊野灘に面し、熊野川を隔てて和歌山県

新宮市と接しています。町の一部が「吉野熊野国立公園」に含まれ、また、世界遺産の一部と

しても熊野川、七里御浜、御船島を擁しており悠久の歴史が育んだ自然が魅力の町です。

平均気温は 17℃と温暖な気候で、町内の海岸部では多品種の柑橘が栽培されています。特に振

興作物であるマイヤーレモンは当町を含めた紀南地方が日本一の生産量を誇ります。山間部で

は水稲が盛んで、主要銘柄のコシヒカリを中心に栽培され、一部の地域では農薬の使用を半減

したレンゲ米の栽培や集落全体で地域の風土を活かした米の栽培に取り組み、ブランド化も進

めています。　

また、海岸部では定置網を中心に、漁業も盛んです。

紀宝町では新規就農の支援策として一定条件はありますが、専業で農林水産業に就業する方を

３年間支援する「農林漁業就業支援金」や I・J ターン者専用住宅を用意しています。また、紀

宝町で柑橘での新規就農を検討されている場合は、県・他市町・ＪＡ等で構成する協議会での

研修体制を整備しており、随時新規就農者を募集しています。他にも移住対策として空き家バ

ンクもございます。

本町は車で名古屋、大阪から 180 分、三重県の県庁所在地津市から 120 分と高速道路の延伸で

都市部からのアクセスも改善されてきております。新規就農相談の際には関係各所連携し、き

め細かく就農に向けサポートさせていただきます。

【INFORMATION】　人口 (11,207 人 ) 面積 (80 ㎢ ) 人口密度 (141 人 / ㎢ )
第一次産業就業者比率 (7.4％) 老年人口割合 (33.9％) 主な地場産業（農業、工業）

中山間地農業ルネッサンス事業

地域内外からの若者の受け入れ

中山間地農業を元気にする取組を

応援しています！

国において、平成 29 年度から「中山間地農業ルネッサンス事業」がスタートしました。

この事業は、地域の特色を生かした多様な農業の展開を通じて、高齢化・担い手不足など厳しい状況に置かれている中山間地の農

業を元気にしていくことを目的としています。

三重県でも、県内を８地域に区分して「地域別農業振興計画」を作成し、この事業を活用しながら、中山間地農業の活性化に取り

組んでいます。

特に、中山間地においては担い手不足が深刻であり、若い世代の新規就農を促進することは、重要な課題の一つです。近年では、

都市部の若者を中心に、田園回帰の動きなどがあり、当冊子でご紹介しているように、多くのＵ・Ｉターンの若者が本県の農村を

フィールドに活躍しています。

中山間地農業を元気にしていくため、他の地域の取組事例も参考に、若者の受け入れに向けて取組をスタートしませんか？

　
【ＪＡ・市町・県が連携して地域内外から新規就農の受け入れを進めている事例】

　・三重南紀元気なみかんの里創生プロジェクト（熊野市・御浜町・紀宝町）：Ｐ41

　・伊賀地域　就農相談窓口（伊賀市・名張市）：Ｐ41

担当窓口
【農業の活性化】三重県 農林水産部 担い手支援課     　059-224-2016
【農村の活性化】三重県 農林水産部 農山漁村づくり課  059-224-2551

中山間地域に

お住まいの皆さんへ
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P26 ～ P29

P17 ～ P22

三重県最南端に位置する紀南地域（熊野市・御浜町・紀宝町）は、熊野灘に面し、冬でもめったに雪が降ることの

ない温暖な気候から、高品質なみかんの産地として知られています。高齢化などで農家が減少する中、後継者を確

保するため、平成 20 年に、ＪＡ、市町、県が広域的に連携して「三重南紀みかんの里創生プロジェクト協議会」を

立ち上げ、県内外から広くみかんの新規就農者を受け入れる取組を展開しています。

果樹は植えてから収穫までに時間がかかるので、新規就農が難しいというイメージがありますが、当プロジェクト

では、現在栽培している園地を借り受けるので、１年目から農産物を収穫し、収入を得られることが魅力です。

平成 20 年以降、60 名が農業体験を実施、そのうち 12 名が新規就農を実現し、みかんの担い手農家として活躍して

います。

ＪＡ三重南紀が出資し平成 27 年に設立された「株式会社オレンジアグリ」では、新規就農者の確保・育成をめざして、

研修生の受入を行っています。モデル園での２年間の研修を経て、順次園地を「のれん分け」していくことで、産地の担

い手確保と耕作放棄地の拡大防止をめざしています。

伊賀地域は、四方を山に囲まれた伊賀盆地に位置し、滋賀県、奈良県、京都府に接しています。盆地特有の寒暖差の大き

い気候や淀川源流域のきれいな水を生かし、古くからおいしいお米が生産されており、当地域のコシヒカリは「伊賀

米」として高く評価されています。

また、青蓮寺湖から水をひいている約 500ha の開畑地では、野菜生産やぶどうなどの果樹生産が盛んで、県外から移

住された若者など、多数の新規就農者が活躍しています。

当地域では、新規就農者の受入拡大に向け、市、ＪＡ、農業高校、民間団体と県が連携して、移住・就農・定住ができる

環境づくりに取り組んでいます。相談窓口のフロー図や支援策一覧など、各種支援ツールをご用意していますので、伊

賀地域での就農にご興味のある方は、是非、伊賀地域就農相談窓口までご相談ください！
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・農業次世代人材投資資金

※農業次世代人材投資資金（経営開始型）の交付（最長 5年）

▶P44・45 をご覧ください

・かぶせ茶カフェ（四日市市）▶P10 をご覧ください

三重県で新しく農業をはじめられた青年の数は、平成 20（2008）年までは年間 50 人から 70 人程度で推移してきましたが、農業

や農村の持つ魅力への関心が高まっていることや、県外から移住をして、農業を営む法人に就職される方が増えたことなどか

ら、毎年 130 人を超える高い水準で推移しています。

　平成 28（2016）年のデータでは、新たに農業をはじめられた 138 人の方のうち、約８割の方が農業を営む会社に就職されてい

ます。また、農家の出身ではない方が全体の約８割を占め、農家の子弟が農業を継ぐという形よりも、農外から新規参入される

ケースが多くなっています。

ご自分のライフスタイルにあわせて、自分らしい農業にチャレンジしてみませんか？
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Ｐ39～ 40 をご覧ください

35

34

39

農業次世代人材投資資金（準備型） の交付（年間
150 万円、最長 2年）を受けることができます。

⑤農業次世代人材投資資金

る資金を交付します。
な交付

、次代を担う農業者となることに強い意欲を有すること。
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愛知県と広島県出身の岩田さんご夫婦が営む「農家民宿なかや」は、築 90 余年の古民
家を活用した体験型民宿だ。

山里民泊みくり
民泊
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3500
2000

した。「つじ屋」は、食事の提供、時には町の人々の交流の場としても使われるあたた
かな民宿へと変身をとげた。

可能な暮らしを続けている。生活に使う火も自給自足というから驚きだ。二人のそういっ
た考え方に触れられるだけでなく、2017 年に新しく改修した五右衛門式風呂でリフレッ
シュできるのも宿泊者にとっての魅力だ。
持続可能な暮らしに関心のある方の移住相談にも応じている。

　　宿・食事ともに予約のみ
　　不定休
Ｐ　4台

退職後に大阪からＵターンされた山本さんご夫婦が営む「農家民宿やまもと」は、
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東京では、常設の移住相談センターを設置しています。移住相談アドバイザーや
就職相談アドバイザーがきめ細かな相談に対応します。

会場や開催時間については、
地域連携部 地域支援課まで
（電話 059-224-2420）
お問い合わせください。

（大阪市中央区本町橋 2-31）
開催時間　10:00 ～ 18:00

「地域おこし協力隊」は、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を積極的に誘致し、その定住・定着を図ること
で、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。
具体的には、都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動した方を地方自治体が「地域おこし協力隊員」として委嘱し、地域おこ
しの支援や住民の生活支援などの各種地域協力活動に従事してもらいながら、その地域への定住・定着を図る取組です。
県内では、2018（平成30）年１月現在、60人を超える協力隊員が12市町で活躍し、地域資源を活用した地域おこしや移住相談など、多様な活
動を展開しています。農業分野においても、「農作物の生産拡大」や「農と福祉の連携」「ブランド野菜の栽培」などで協力隊員が活躍して
います。
現在、県内各地で隊員の募集がありますので、「地域おこし協力隊」にご興味のある方は、三重県
移住・交流ポータルサイト「ええとこやんか三重」の「おしごと」のページでご確認ください！
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伊勢志摩地域農業改良普及センター

5104

628-2
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2018

2018（平成 30）年 3月発行


